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Ⅰ－１ 新たな航路の就航や他地域で取り扱われている貨
物の四国港湾における取扱を目指す

○荷主、物流事業者等に対する戦略的、効果的なポートセールスを推進

戦略的ポートセールス、ポートセミナーの実施

北海道
０回

東北
２回（１回）

関東
３回（０回）

北陸
７回（４回）

九州
８回（７回）

四国
1回（１回）

中国
６回（５回）

中部
５回（４回）

近畿
１回（０回）

沖縄
０回

国内ポートセミナーの実施 （H18.11～H19.3迄予定含む）

※（ ）内は港湾所在地以外の回数で内数

四国の港湾おいて、本社機
能のある東京においてポー
トセミナーを実施したのは松
山港のみ

実施主体：松山港
利用促進協議会
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○アジア航路については、域内とのダイレクト輸送を目指し、コンテナ化
への対応等、利便性の向上を図る

アジア・東アジア

北米・欧州

アジア・東アジア

北米・欧州

※概念を示したものであり、具体の港を指し示してるものではない

内貿フィーダー航路等を
活用し、阪神港等へ集約

阪神港等の基幹
航路を活用

各地域の拠点港からダイレ
クト航路で直接アジアへ

四国の外貿コンテナ取扱いに関する基本戦略

Ⅰ－１ 新たな航路の就航や他地域で取り扱われている貨
物の四国港湾における取扱を目指す

利便性の向上のためのアジア航路誘致、外貿コンテナ貨物の取扱い
に関する適切な役割分担の検討

大型コンテナ船

中型コンテナ船
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○国際フェリー・RORO航路の需要調査を行い、需要が見込める場合
は、航路開設の可能性がある地域において航路の誘致を行うととも
に、必要な施設整備を進める。

SHANGHAI SUPER
EXPRESS

2便／週博多⇔上海RORO

ビートル 他5便／日博多⇔釜山高速船

ニューかめりあ7便／週博多⇔釜山フェリー

はまゆう、星希7便／週下関⇔釜山フェリー

ゆうとぴあ21便／週下関⇔上海RORO

ゆうとぴあ、ゆうとぴあ23便／週下関⇔青島RORO

PANSTER DREAM3便／週大阪⇔釜山RORO

燕京1便／週神戸⇔天津RORO

蘇州号1便／週大阪⇔上海RORO

XIN JIAN ZHEN1便／週上海⇔神戸・大阪RORO

船名便数航路種類

国際フェリー・RORO航路就航状況

国際フェリー・RORO航路就航状況

Ⅰ－１ 新たな航路の就航や他地域で取り扱われている貨
物の四国港湾における取扱を目指す

国際フェリー・RORO航路の誘致等新たな物流形態の可能性調査
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Ⅰ－２ 新たな産業の育成・誘致

○輸出企業にとって、魅力的な立地環境を整え、誘致活動を推進。企業
の進出による域内の外貿コンテナ貨物の増加を目指す。

民間投資の効果
投資額／約４４０億円
従業員数／約１２００人
地元雇用／約３００人

【九州地方の事例】
交通インフラの整備が企業（自動車産業）の
進出を促し、地域の活性化に貢献
（大分県中津市）

港を中心とした交通インフラがあるため
進出を決めた企業の声

●港を中心とした交通インフラが充実している
●周辺に自動車産業が立地し、部品調達をしやすい
●工場立地に必要な広大な用地が安価で確保できる
●工場が臨海部に位置し、陸上輸送コストの低減が
図れる
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Ⅰ－４ 国内幹線輸送網の利便性向上

○モーダルシフトによる内航海運の活性化や、グリーン物流支援事業
の活用を図る。

○スーパーエコシップの建造を促進する。

フェリー等内航海運への支援

単位貨物輸送量
当たりのCO2排出
量（10%以上削減）
NOx排出量（約３
割削減）

単位貨物輸送
量当たりの燃料
消費減（10%以
上削減）

船上作業量・
整備費削減機
関複数化によ
る信頼性の向
上等

スーパーエコシップスーパーエコシップの導入効果の導入効果

中速／高速のディーゼルエンジン複数による
発電（電気推進）により船型の改良が可能と
なり積載量がアップする。

国際物流におけるグリーン物流支援事業の活用イメージ国際物流におけるグリーン物流支援事業の活用イメージ

阪
神
港

欧
米
等

輸出

荷主（四国内）

輸入
阪神港までトラック輸送に
よるＣＯ２排出量の増大

従前

四
国
内
港
湾

阪
神
港荷主（四国内）

欧
米
等

輸出

輸入

海運モーダルシフトによ
るＣＯ２排出量の削減と
内航海運の活性化

グリーン物流支援事業の活用グリーン物流支援事業の活用

改善後

国際物流におけ国際物流におけ
る内航フィーダーる内航フィーダー
輸送に活用輸送に活用

四国においてグリーン物流支援事
業に採択された5事業のうち3事業
は海運モーダルシフトを活用
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○スマートICの整備および高速道路ネットワークの効率的な活用・機能
強化に関する検討を行う。

Ⅰ－４ 国内幹線輸送網の利便性向上

高速道路ネットワークの効率的活用・機能強化

スマートICの整備イメージ

※スマートICとは、ETC専用のインターチェンジのことです。コンパクトに設置が可能なスマートICは、施設の規模や
設置費用、管理費用が大幅に削減できることからICの設置が容易になります。
その結果、高速道路の通過地域だった箇所にスマートICを設置することで既存の高速道路の有効活用に加えて
民間の物流拠点誘致など地域活性化に寄与することが期待されます。

門型ゲート（入口）
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Ⅰ－５ 空港利用の利便性向上

○海外直行航空便の海外直行便の需要調査を行う。

12.0

10.6

0.1

0.0

87.9

89.3

99.9

100.0

0.1

0.1

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全世界

東アジア

北米

欧州

2.2

3.0

1.8

0.0

97.2

96.9

98.2

95.5

0.6

0.1

0.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全世界

東アジア

北米

欧州

成田

関西

その他

【輸出】 【輸入】

図－ 四国発生消費貨物の利用空港のシェア（2003年）
資料：「平成15年度国際航空貨物動態調査」

・仁川国際空港【3便】（アシアナ航空）
・上海空港 【2便】（中国東方航空）

5便／週松山空港

・仁川国際空港【3便】（アシアナ航空）3便／週高松空港

方面別便数便数／週

四国の空港に就航する国際航空路線便
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Ⅰ－６ 物流インフラ機能の長期的確保

○早急な対策が必要な施設に対する補修、改良を行う。

○施設のメンテナンス技術の開発を進める。

18%

17%

9%29%

27%
22%

18%

4%29%

27%

【国有港湾施設】 【国有岸壁】

四国管内の国有港湾施設の経過年数

１０年未満

１０年以上２０年未満

２０年以上３０年未満

３０年以上４０年未満

４０年以上
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○物流効率化に資する多目的国際ターミナル整備を行う。

Ⅱ－１ 四国の主要産業を支えるバルク輸送の効率化

多目的国際ターミナルの整備

多目的国際ターミナルの整備状況

平成６年度

～ 平成２２年度

-13m松山港 外港地区

平成１４年度

～ 平成２２年度

-14m三島川之江港 金子地区

平成１７年度

～ 平成２２年度

-12m高松港 朝日地区

平成３年度

～ 平成２０年代半ば

-13m徳島小松島港 赤石地区

地区 予定整備期間水深

平成６年度

～ 平成２２年度

-13m松山港 外港地区

平成１４年度

～ 平成２２年度

-14m三島川之江港 金子地区

平成１７年度

～ 平成２２年度

-12m高松港 朝日地区

平成３年度

～ 平成２０年代半ば

-13m徳島小松島港 赤石地区

地区 予定整備期間水深

整備中

供用中

（原木）
高松港朝日地区
-12m整備中

（木材チップ・原木）
徳島小松島港赤石地区
-13m 1バース供用中

1バース整備中

（石灰石）
高知港三里地区
-12m供用

（紙・パルプ）
三島川之江港金子地区
-14m整備中

（石炭・コンテナ）
松山港外港地区
-10m供用中
-13m整備中

（石膏）
今治港富田地区
-12m供用中
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○瀬戸内海航路における安全を確保するため、航行ルールの徹底およ
び航行安全の啓発を図ると共に、安全かつ効率的な航行のための航
路を確保する。

航路幅員の不足、
複雑な航路法線等
により、滞船や事故
が頻発

瀬戸内海航路の状況

Ⅱ－１ 四国の主要産業を支えるバルク輸送の効率化

国際幹線航路の整備
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Ⅱ－２ コンテナ輸送の効率化、円滑化

コンテナを集中的に取り扱う港湾において
・既存港湾施設の改良が不可能な場合の施設整備
・大型船への対応を目的とした既存港湾施設の改良
等の施策を推進する。

原木

原木運搬船

外貿コンテナ外貿コンテナ船

高松港朝日地区の状況

ジブクレーン 外貿コンテナとバ
ルク貨物が混在。
クレーンはジブク
レーンを使用

既存岸壁を利用
転換し、コンテナ
貨物に対応して
いる状況

コンテナ輸送に対応した施策の充実
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Ⅱ－３ 国内幹線輸送網の強化

○北米、欧州航路といった国際基幹航路に円滑に接続する国内フィーダー網
の充実を図る。

スーパー中枢港湾施策と連携した国内フィーダー輸送効率化の推進

詫間港

神戸港

新居浜港

大阪港

松山港

高松港

三島川之江港

６

千葉港

水島港

３

玉島港

唐津港・那覇港

２

１

苫小牧港・釧路港

１

那覇港

徳山港

0.5

日立港・小名浜港
・門司港

日立港

１

１

今治港

井本商運

大王海運

大王海運
（RORO船）

南日本汽船

日本海運 丸三海運

山 九

川崎近海汽船・三菱化学物流
共同配船センター

国華産業

ユニエックス

１

１

数字 ： 便数／週

苫小牧港・
釧路港

岩国港
１

２

四国の内貿定期コンテナ等航路図 四国地方整備局調べ(H17)
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○安全の確保や移動時間の短縮による効率化を図るために、広域的な
幹線道路ネットワークの整備を進める。
○特に「四国８の字ネットワーク」の整備を推進する。

＜８の字ネットワークの形成率＞

計画予定延長 ８１０km
H17年度末 ４７７km
H18年度末 ４７８km

「四国８の字ネットワーク」の整備状況

Ⅱ－３ 国内幹線輸送網の強化

「四国８の字ネットワーク」の重点的整備
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○環状道路、バイパス等の整備による都市部渋滞緩和を図る。

○また、国際標準コンテナ車が、重要な港湾等と物流拠点とを積み替え
なく走行できる道路ネットワークの整備を図る。

①線形不良（高さ・重さ未指定）

②線形不良（重さ未指定）

③幅員狭小（重さ未指定）

④空間高不足（高さ未指定）

幹線道路網においても、
国際標準コンテナの通
行支障箇所が存在

幹線道路のボトルネック箇所（香川県）

Ⅱ－３ 国内幹線輸送網の強化

重量制限や渋滞等、道路におけるボトルネック箇所の改善
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Ⅱ－４ 各輸送モードを結ぶアクセス機能の強化

○港湾と港湾背後地、高速道路ICとのアクセスの向上を図るため、
アクセス道路の整備を進める。

拠点的な港湾等と最寄ＩＣとの所要時間

港湾・空港と背後地域を結ぶアクセス道路の整備

空港・港湾名～ＩＣ 経由ルート
距離
(km)

所要時間
(分）

徳島小松島港
～

徳島ＩＣ
(主)沖洲徳島本町線 ～ (主)徳島環状線 ～ 一般国道11号 8.2 32

高松港
～

高松西ＩＣ
一般国道30号 ～ 一般国道11号 9 23

高松空港
～

高松西ＩＣ
(主)高松空港線 ～ 一般国道193号 ～ 一般国道11号 15.5 21

松山港
～

松山ＩＣ

一般国道437号 ～ 一般国道196号 ～ (市)松山環状線 ～ 一般国道33
号

13.1 35

松山空港
～

松山ＩＣ
(主)松山空港線 ～ (市)松山環状線 ～ 一般国道33号 11.4 29

高知新港
～

高知ＩＣ
(一)高知南インター線 ～ (主)高知北環状線 8.6 16




